
2023
秋号
第76号

会報JAISA秋号 CONTENTS

2023年 9月13日から15日まで、東京ビッグサイト東ホールで第25回自動認識総合展が開催され、
先端の自動認識技術が披露されました。また、会場では第25回自動認識システム大賞 表彰式
を開催したほか、今年からセミナーを無料化したことで、多くの来場者・聴講者で賑わいました。
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先端の自動認識技術が披露されました。また、会場では第25回自動認識システム大賞 表彰式
を開催したほか、今年からセミナーを無料化したことで、多くの来場者・聴講者で賑わいました。
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K  合同 基調講演　
日　時 　9月13日（水）　10:30 ～11:30　
会　場 　東京ビッグサイト 会議棟6階 607・608会議室
聴講料 　無料

製造業を巡る現状と課題　
経済産業省　製造産業局
産業機械課　課長補佐

　大森

 

洋平

 

氏

S-1   画像認識技術の実用事例と可能性 
（踏切事故防止、セルフレジ） 自動認識総合展

会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制
10:30

～

11:20
踏切異常検知システムの実用化
 西武鉄道株式会社　鉄道本部電気部　信号通信課長　犬塚 隆晴 氏

11:30

～

12:20
セルフレジの処理ミス＆不正防止策の決め手！ 個人情報保護対応も
 工業会 日本万引防止システム協会　会長・個人情報管理室長　稲本 義範 氏

S-2   金属を克服した最新RFIDの導入事例及び国内外の最新動向について
 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制
13:30

～

14:20
RFIDの可能性を拡げる金属対応タグ ～その開発秘話と導入例～
 株式会社フェニックスソリューション　取締役　営業部長　山本 佑樹 氏

14:30

～

15:20

最近の電子タグ（EPC/RFID）の活用動向　 
～海外事例、新たな活用シーンとGS1標準～
 GS1 Japan　ソリューション第2部　部長　浅野 耕児 氏

自動認識システム大賞  表彰式＆講演会 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※当日受付
14:30

～  

15:10
受賞企業表彰式

受賞企業講演会

15:20 

～  

15:35

自動認識システム大賞   特 別 賞

RFIDを搭載した複合機導入による入庫作業の効率化と伝票作業の負担削減
 株式会社Askalカバン工房／小林クリエイト株式会社／東芝テック株式会社

15:35 

～  

15:50

自動認識システム大賞   産経新聞社賞

RFIDを活用した 倉庫内作業の効率改善
 レンゴー株式会社／住友商事マシネックス株式会社／東芝テック株式会社

15:50 

～  

16:05

自動認識システム大賞   優 秀 賞

 株式会社竹中工務店／株式会社朝日興産

16:05 

～  

16:20

自動認識システム大賞   優 秀 賞

RFID及びGPSを利用した車両ロケーション管理システムの実用
 TOPPANエッジ株式会社／日産自動車株式会社

16:20 

～  

16:35

自動認識システム大賞   大　賞

顔・虹彩マルチモーダル生体認証ソリューション
 日本電気株式会社

JAISAセッション 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※当日受付

10:30

～

11:45

2022年市場調査報告と自動認識技術の最新動向
 一般社団法人日本自動認識システム協会　市場統計委員長　佐藤 誠 氏
 アイニックス株式会社　代表取締役　平本 純也 氏

自動認識セミナーを無料聴講に
　自動認識総合展では会期中、自動認識セミナー「BT 
Spice」を12セッション／28講座で開催しました。自動認
識セミナーは今年から、全セミナーを聴講無料としました。

　RFID関連や最新事例など事前予約で満席になる
セッションもあり、連日多くの来場者にご聴講いただき
ました。 

　合同基調講演は9月13日10：30から、経済産業
省 産業機械課の大森課長補佐による「製造業を
巡る現状と課題」と題した講演が行われました。
　内容は、国内製造業の現状と直面する課題、
製造業におけるDXとビジネスモデルの変化、日本
の製造業の目指すべき方向性について。また、 
Hard-to-abate産業におけるGXの方向性として、 
カーボンニュートラルの潮流と課題。最後に、経済
安全保障を巡る国際情勢と政策の方向性について、
詳細なデータをもとにご講演をいただきました。

9月13日（水）

自動認識セミナー会場

国内唯一の自動認識技術・
ソリューションの専門展示会
　本年で25回を迎える自動認識総合展が2023年9月13
日から15日まで、東京ビッグサイト東ホールで開催され
ました。
　本展示会は、国内唯一の自動認識技術・ソリューショ
ンの専門展として国内外から認知され、出展各者が自動
認識の先進技術を披露するほか、「モバイル＆ウェアラブ
ル」「画像認識」など専門分野を集中的にご覧いただけ
るゾーンを設けました。また「事例でわかる自動認識」
（出展者の事例パネル展示）や自動認識の基礎知識講
座と自動認識技術の動向、市場調査などのセミナー、第
25回自動認識システム大賞受賞作品の表彰式・講演会
など、多彩な展示・企画が実施されました。
　また本展示会は、「測定計測展」、「センサエキスポ
ジャパン」、「総合試験機器展」との４展示会同時開催と
して相互入場を実施、4展示会の合計来場者は38,667名
となりました。（展示会規模：272社・団体／485小間）
　開会式ではJAISA代表理事 相良会長が主催者を代表
して、各展示会の特長や見どころを紹介し、同時開催に
よる来場者の増加に期待するとともに、多業種にわたる
現場の課題解決に向けたソリューションや新技術を提供
できる喜びを、ご挨拶として述べました。
　続いて主賓である経済産業省 経済産業局 産業機械
課 安田課長から、国内の製造業の重要性に触れ、本展示
会が製造業と社会経済の発展に貢献することを期待す
る、との祝辞をいただきました。

自動認識セミナーの併設
　自動認識セミナーは、展示会場にセミナー会場を併
設して、導入事例、新製品、先端技術や市場動向など、
知識習得や現場の課題解決に役立つ12セッション／28
講座で開催しました。（右頁／自動認識セミナープログ
ラム参照）
　セミナー来場者は3日間で約550名（合同基調講演を
除く）となり、さまざまな業種、立場の方々との交流を促
進する場としてもご活用いただきました。

出展者の事例パネル

自動認識総合展 東５ホール

自動認識総合展 入場登録受付

JAISA 相良会長 経済産業省 安田課長



自動認識セミナー　プログラム 第25回 自動認識総システム大賞　表彰式 & 講演会

❸ ❹

T-1   特別講演 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制
10:30

～

11:20
サプライチェーンのスマート化に向けた経済産業省の取組
 経済産業省　商務・サービスグループ　消費・流通政策課　課長補佐　金 正和 氏

11:30

～

12:20
EPCタグ・データ標準2.0のご紹介
 GS1 Japan　ソリューション第2部　RFID・デジタル化推進グループ　研究員　佐藤 友紀 氏

出展社プレゼンテーション 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※当日受付

11:00

～

11:20
生成AIxカメレオンコードによる現場自動化
 株式会社インフォファーム

11:30

～

11:50
AIで改革する食品検査（毛髪、カエル、昆虫、アニサキス）
 株式会社トラスト・テクノロジー

JAISAフォーラム2023 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※事前申込制

13:00

～

13:05
「ごあいさつ」
 一般社団法人日本自動認識システム協会　研究開発センター センター長　森本 恭弘 氏

13:10

～

13:50

RFID  
RFIDユーザのためのRFID活用ガイドライン＆ケーススタディの活用法 
～ RFID技術の力を解き放つ： 
ビジネスにおける競争優位性を築くためのベストプラクティス～

 一般社団法人日本自動認識システム協会　RFID部会 アプリケーション技術グループ　グループ長　大塚 裕 氏

 一般社団法人日本自動認識システム協会　RFID部会 アプリケーション技術グループ　副グループ長　竹本 直也 氏

13:55

～

14:15

生体認証  
生体認証のさらなる普及拡大のカギを握る「異業種間連携」
 一般社団法人日本自動認識システム協会　バイオメトリクス部会　マーケティンググループ長　安孫子 幸弘 氏

14:20

～

14:40

生体認証  
新しいAI画像合成技術による性能評価方法の国際標準化
 一般社団法人日本自動認識システム協会　バイオメトリクス部会　精度評価技術グループ長　日間賀 充寿 氏

14:45

～

15:20

バーコード  
バーコードプリンタ及びリーダの性能評価仕様を国際標準に
 一般社団法人日本自動認識システム協会　研究開発センター 研究員　今井 博行 氏

15:25

～

16:00

画像認識  
「画像認識技術導入ガイドライン2.0版」のご紹介
 一般社団法人日本自動認識システム協会　画像認識プロジェクト　副プロジェクト長　幸 拓郎 氏

S-3   RFID採用経験からの学び、配慮すべき点の共有 
 自動認識総合展

会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制

13:30

～

14:20

RFID導入を成功に導くキーポイントとは
 米国医療機器・IVD工業界（AMDD）　戦略マネージメント室、整形材料委員会 委員長、流通・IT委員会  
 副委員長　河合 誠雄 氏

 帝人フロンティア株式会社　第2ソリューションチーム　リーダー　阿磨 由美子 氏

14:30

～

15:20

RFIDで業界を変革する為に必要なこと 
～SIP スマート物流サービス の取組を通じて～
 帝人フロンティア株式会社　第2ソリューションチーム　リーダー　阿磨 由美子 氏

 米国医療機器・IVD工業界（AMDD）　戦略マネージメント室、整形材料委員会 委員長、流通・IT委員会  
 副委員長　河合 誠雄 氏

S-4   自動認識システム大賞の各賞受賞作品の活用状況と進化1
 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制

10:30

～

11:20
QRコードを活用したホームドア用車両扉状態検出システム
 株式会社デンソーウェーブ　エッジプロダクト事業部　技術2部技術2室 担当課長　太田 裕 氏

11:30

～

12:20
工場DXの推進に欠かせない、信号灯を活用した「見える化」IoTシステム
 株式会社パトライト　グローバルマーケティング本部　DX戦略推進部　ウェビナー推進課　牧野 勲 氏

出展社プレゼンテーション 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※当日受付

13:00

～

13:20
生成AIxカメレオンコードによる現場自動化
 株式会社インフォファーム

13:30

～

13:50
AIと協働ロボットによる外観検査と仕分け作業の効率化
 株式会社トラスト・テクノロジー

14:00

～

14:20
複製不能な暗号化QRコードによる真贋判定ソリューション
 クルツジャパン株式会社

14:30

～

14:50
ICタグの使い方
 株式会社RFIDアライアンス

15:00

～

15:20
1000社以上に採用された正規品認証サービスご紹介
 株式会社グレープシステム

S-5   自動認識システム大賞の各賞受賞作品の活用状況と進化2
 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場E 【聴講無料】 ※事前申込制

13:30

～
14:20

セキュリティ機能搭載NFCタグによるモノのIDマネジメント活用事例
 凸版印刷株式会社　DXデザイン事業部　事業推進センター　カード・IoT本部　秋葉 直樹 氏

14:30

～

15:20
自動認識システム大賞受賞作品の現在の活用状況のご紹介
 株式会社サトー　営業本部　フード市場戦略部　部長　岡 友哉 氏

JAISAセッション 自動認識総合展
会　場　東5ホール  セミナー会場D 【聴講無料】 ※当日受付

10:20

～

11:00
チュートリアルセッション１　「バーコード・二次元シンボル編」
 一般社団法人日本自動認識システム協会　研究開発センター　（バーコード担当）主任研究員　藤田 眞二 氏

11:10

～

11:50
チュートリアルセッション2　「RFID編」
 一般社団法人日本自動認識システム協会　研究開発センター　（RFID担当）主任研究員　小西 將之 氏

12:00

～

12:40
チュートリアルセッション3　「生体認証編」
 一般社団法人日本自動認識システム協会　研究開発センター　（バイオメトリクス担当）主任研究員　川嶋 一宏 氏

9月14日（木） 9月15日（金）

第25回自動認識システム大賞
大賞、優秀賞、産経新聞社賞、特別賞
受賞のみなさま

セミナー会場　JAISAセッション／画像認識

受賞作品の概要
　　　
■大賞
 「顔・虹彩マルチモーダル生体認証ソリューション」
　 日本電気（株）様
　　
世界 No.1の顔認証技術と虹彩認証技術を組み合わ
せた生体認証ソリューションの製品化は世界初。顔
を向けるだけで誤認証率100億分の1以下の高精度
な認証を実現。ほぼすべての採点項目で高評価を得
ました。

■優秀賞
 「建設現場向け屋内位置システム 位置プラス®」
  （株）竹中工務店様、（株）朝日興産 様　　
GPSが利用できず位置情報の取得が困難である建
築工事の屋内作業に焦点を当てて、独自のBLE技術
を軸に自動認識技術と組合せて実用化した建築市
場初の技術。ゼネコン28社、224現場での利用実績
があり経済性・利便性が評価されました。

■優秀賞
 「RFIDおよびGPSを利用した
    車両ロケーション管理システムの実用化」
　 TOPPANエッジ（株）様、日産自動車（株）様　　
ワンクリックでRFIDタグのID情報とGPS情報の取
得から統合、更にリアルタイムにクラウド登録し、車
両の物流業務を見える化する事で効率化を実現した
システム。車両物流における新たな価値の創造に貢
献しました。

　　

■産経新聞社賞
 「RFIDを活用した倉庫内作業の効率改善」
　 レンゴー（株）様、住友商事マシネックス（株）様
　 東芝テック（株）様　　
従来はトラックドライバーが行っていた製品ラベル
のバーコード読取による出荷処理を、クランプリクト
によるRFID読取で「1本を特定する」という難しい利
用方法を技術面・運用面で実用化したロール業界の
先駆けとなるシステム。ホワイト物流をテーマに、サ
プライチェーン全体で物流関係者の働き方改善に繋
がる取組です。

■特別賞
 「RFIDを搭載した複合機導入による入庫作業の
    効率化と伝票作業の負担軽減」
  （株）Askalカバン工房様、小林クリエイト（株）様、
　 東芝テック（株）様　　
使い終わったランドセルのリメイクで、入荷処理に
RFIDを使用して処理時間を15分の1に短縮。RFID搭
載の複合機導入でA3サイズのカラー印字とRFタグへ
のエンコードを行い、申込用紙と宛名ラベルを一体
化させ、人的ミス防止と業務効率化を実現しました。

自動認識技術の活用で、社会的利便性や
経済効果につながるシステム
　自動認識総合展の初日、「第25回自動認識システム大
賞」の表彰式＆講演会が行われました。本年のシステム
大賞は、RFIDおよびRFIDと他技術を組合せた応募作品
が多い中、大賞には日本電気（株）様の「顔・虹彩マルチ
モーダル生体認証ソリューション」が受賞しました。
　受賞式に先立ち、自動認識システム大賞表彰審査委員
会 委員長の慶應義塾大学 斎藤教授は、システム大賞審
査の経過と講評の中で、応募作品が優秀であったこと、
非会員企業から多数の応
募があったこと、そして
「物流、流通、医療を始
めとする各分野に対して、
セキュリティー、位置測
位、ＤＸ等、自動認識技術
の活用で、社会的利便性
や経済効果に繋がるシス
テムを普及させようとす
る応募企業の意欲を感じ
ました」と述べました。
　授賞式の後には受賞者による講演会が行われ、システ
ム開発の経緯や導入効果、今後の展開など、受賞作品の
詳細が紹介されました。

慶応義塾大学 斎藤審査委員長
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　今年度の「第25 回 自動認識システム大賞」の受賞作品
が下記の通り決定しました。本誌では、大賞、優秀賞、産経
新聞社賞、特別賞の受賞作品と、入選作品の概要を紹介
します。自動認識システム大賞は、先進的かつ導入効果

　自動認識システム大賞の受賞選考は、予選審査会を会員企業の
RFIDや画像認識、生体認証、システム設計など自動認識技術のエキ
スパートによる審査委員から組織して、全応募作品の中から書類審
査で本選に進む作品を採点方式により選考します。そして本選審査
会では、予選通過者によるプレゼンテーションが行われた後、最終
審査で受賞各賞が決定します。本選審査員は、官・学・産業団体の
有識者の皆様に選考いただいています。予選審査会、本選審査会と
もに審査委員の評価基準は、自動認識システムの新規性、導入効果、
社会的価値を 5 段階評価で採点します。最終的に、得票数の多い作
品が受賞しますが、審査会でさまざまな議論と意見交換が行われ、
審査委員の理解と合意によって各賞が決定します。

【第25回 自動認識システム大賞 受賞一覧】

自動認識システム大賞とは

審査基準と審査会 予選・本選審査における評価基準

大賞

優秀賞

受賞作品タイトル 応募企業

顔・虹彩マルチモーダル生体認証
ソリューション 日本電気株式会社

建設現場向け屋内位置情報システム
「位置プラス®」

株式会社竹中工務店
株式会社朝日興産

TOPPANエッジ株式会社
日産自動車株式会社

が極めて顕著な自動認識技術やシステムを表彰するもの
で、国内で実用されている（または実用の目途が立ってい
る）事例を有する日本国内の企業、団体、個人で、当協会
の会員・非会員を問わず応募していただけます。

基礎技術

優秀賞 RFID及び GPS を利用した
車両ロケーション管理システムの実用化

RFID、
その他 (GPS)

生体認証

位置測位技術、
二次元シンボル

RFID、
赤外線センサ

産経
新聞社賞

RFIDを活用した
倉庫内作業の効率改善

レンゴー株式会社
住友商事マシネックス株式会社
東芝テック株式会社
株式会社Askalカバン工房
小林クリエイト株式会社
東芝テック株式会社

RFID

RFID

RFID

RFID、
画像認識

バーコード

特別賞 RFIDを搭載した複合機導入による
入庫作業の効率化と伝票作業の負担削減

入選 UHF帯RFIDでの簡易テント型ゲートを
利用した移送検知での読取精度確保の事例

オカベマーキングシステム株式会社
トーヨーカネツ株式会社

自動方向検知によるファイル持出管理
双方向ゲートシステム

株式会社シーデックス
ダイオーミウラ株式会社入選

入選
健診向けプラットフォームサービス
 “macmo”

株式会社
マーストーケンソリューション

入選
トラックバース効率運用のための位置測位
技術と二次元シンボルを活用したシステム 株式会社サトー

入選
ベクトル検知ゲートによる業務効率化
（製品の工程、位置管理［保管場所］） NECプラットフォームズ株式会社

１.新規性

　１）技術：従来の技術と比較した新しさ、優位性
　２）市場：新市場を創造した新しさ
　３）企画：発想や着眼点が独自である新しさ

２.導入効果

　１）経済：省力化、コストダウンなどによる経済的効果
　２）品質：品質管理、データ管理などの精度向上効果
　３）利便：作業者やユーザの利便性を高める効果

３.社会的価値

　１）公共的・社会的貢献度
　２）環境保護に対する貢献度

【第25回 自動認識システム大賞
  表彰審査委員会】   （敬称略）

大森 洋平 経済産業省 製造産業局
産業機械課 課長補佐

伊藤 富博
産経新聞
東京本社 事業本部
エグゼクティブプロデューサー

前田　秀
GS1 Japan（一般財団法人 
流通システム開発センター）
常務理事

荒木  勉 上智大学
名誉教授

市野 将嗣 電気通信大学 大学院
情報理工学研究科 准教授

佐藤  誠

笹原 美徳
一般社団法人
日本自動認識システム協会
理事

一般社団法人日本自動認識システム協会
専務理事  自動認識システム大賞
予選審査会 委員長

一般社団法人
日本自動認識システム協会
理事

古村 浩志

芦澤 宏和
総務省 総合通信基盤局
電波部 移動通信課
課長補佐

斎藤 英雄
審査委員長 慶應義塾大学

教授

第25回 自動認識システム大賞  

＊入選作品の掲載は、申込受付順です。

受賞作品特集

バーコード、
二次元シンボル、
RFID、 BLE

自動認識システム大賞［大賞］
大賞

受賞者 日本電気株式会社

❺ ❻

特集　第25回 自動認識総システム大賞　受賞作品紹介



自動認識システム大賞［大賞］
大賞

受賞者 日本電気株式会社

❼ ❽
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優秀
賞

自動認識システム大賞［優秀賞］
受賞者 株式会社竹中工務店 / 株式会社朝日興産

❾ 10
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優秀
賞

自動認識システム大賞［優秀賞］
受賞者 株式会社竹中工務店 / 株式会社朝日興産

優秀
賞

自動認識システム大賞［優秀賞］
受賞者 TOPPANエッジ株式会社 /日産自動車株式会社
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優秀
賞

自動認識システム大賞［優秀賞］
受賞者 TOPPANエッジ株式会社 /日産自動車株式会社

13 14
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自動認識システム大賞［産経新聞社賞］
受賞者 レンゴー株式会社 / 住友商事マシネックス株式会社 / 東芝テック株式会社

産経
新聞社賞

15 16
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特別
賞

自動認識システム大賞［特別賞］
受賞者 株式会社Askal カバン工房 / 小林クリエイト株式会社 / 東芝テック株式会社

自動認識システム大賞［産経新聞社賞］
受賞者 レンゴー株式会社/ 住友商事マシネックス株式会社 / 東芝テック株式会社

産経
新聞社賞

17 18



特別
賞

自動認識システム大賞［特別賞］
受賞者 株式会社Askal カバン工房 / 小林クリエイト株式会社 / 東芝テック株式会社
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第25回 自動認識システム大賞 入選作品

入選
UHF帯RFIDでの簡易テント型ゲートを利用した移送検知での読取精度確保の事例
受賞者 オカベマーキングシステム株式会社 / トーヨーカネツ株式会社

　本システムは、予約と問診、データ収集、
それから結果参照まで、それぞれのサービス
を同じプラットフォーム上に搭載し相互を連携
させるように動作させる業界初のシステムと
なります。
　現在は4つのアプリケーションを連動させて
おりますが、診断市場のニーズに合わせて、更
に新しいシステムや、システムとシステムをつ
なぐニッチなサービスも同じプラットフォーム
に実装することが可能であり、それらが先行す
るシステムと連動する構造となっております。
　クラウドサーバを使用しており、3省2ガイド
ライン（国の医療情報を安全に取り扱うガイド
ライン）に対応した、外部からの攻撃を防ぎ、
安全・安定の高いセキュリティレベルでの運用
を行っています。

今年度の自動認識システム大賞の入選作品をご紹介します。
RFIDをはじめ、画像認識や位置測位技術、二次元コードなどを駆使した高精度なソリューションで、
現場の課題を解決し業務効率と正確性を向上します。

入選
ベクトル検知ゲートによる業務効率化（製品の工程、位置管理［保管場所］）

　ベクトル検知ゲートは、電波吸収体
など従来の誤読対策をなくしたこと
で、店舗のバックヤードなど、狭い場所
でもRFID読取ゲートの設置が可能で
す。通過したRFIDタグと通過方向を検
知可能です。
　ベクトル検知ゲートを活用すること
で通過ポイントが管理可能となり、製
品のステータス、未出荷品、出荷品の
位置管理が可能となります。従来、人手
を介して実施していた着荷、出荷管理
の自動化が可能となり、業務効率化が
図れます。

入選
トラックバース効率運用のための位置測位技術と二次元シンボルを活用したシステム 
受賞者 株式会社サトー

　今まで手書きで運用されていたトラックの入退
場情報を二次元シンボルと位置測位技術でデー
タ化し、工場内でのトラックの待機時間や荷積み
等の作業時間を可視化し、大幅な滞在時間の短縮
を実現しました。これにより、無駄な待機時間な
どがなくなり物流業界の2024年問題を回避し、
CO2の排出減少に寄与します。これまで不明確で
あった荷積み作業時間とトラック待機時間を本シ
ステム導入で明確化できます。2024年の貨物自
動車運送事業法の改正により、運賃(作業)と待機
時間における料金区分が変わることに対して、ド
ライバーに支払う荷待ち料金のバックデータが担
保できます。

入選

　1,000件以上の重要管理ファイルを管
理室から持ち出し・返却する際において、
持ち出し管理台帳への手書き入力による
管理から、人手を介さずヒューマンエラー
の発生しない全自動システムへの転換を
図った。
　対象となる重要管理ファイルにはRFID
タグを背表紙に貼り付け。RFID機器とカ
メラによる双方向ゲートを構築。カメラに
て持ち出しする人の方向を画像認識・判別
すると共にRFIDアンテナからの電波出
力・停止のトリガー機能も兼務する。RFID
技術とAIによる画像認識技術を組み合わ
せることにより、管理対象物の認識精度を
補完した双方向対応のゲートシステム。

自動方向検知によるファイル持出管理双方向ゲートシステム 
受賞者 株式会社シーデックス /ダイオーミウラ株式会社

機器・システム構成
RFID部分

画像認識部分
積層タグ付ファイル

モニター PC スイッチングハブLANケーブル LANケーブル

LANケーブル エッジデバイス USBケーブル カメラ

RFIDリーダー RFIDアンテナ同軸ケーブル

運用フロー

システム構成

健診プラットフォームサービス［マクモ］相関図

入選
健診向けプラットフォームサービス “macmo”
受賞者 株式会社マーストーケンソリューション

　UHF帯RFIDゲート式のリーダーでの読取
時に、コストを抑えたオープン式ゲートを採
用しながらも、開放面の直近に置かれたRFタ
グ情報を対象外とし、ゲート内を通過するRF
タグ情報のみを対象とする技術を確立した。
アパレル各社でUHF帯RFIDの導入が進む
中、出荷検品での読取精度に関しては読取り
たくないタグ情報の混入によるデータ不一致
が最大の改善テーマとなっていたが、安価な
オープン式ゲートでの移動するタグのみ読取
る事で、改善への有効な手段となることが証
明できた。

受賞者 NECプラットフォームズ株式会社
システム構成

21 22



 未来のAUTO-ID プロジェクト情報ワーキンググループの活動 -1  未来のAUTO-ID プロジェクト情報ワーキンググループの活動 -2
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グループ見学ツアー
　MeetUP当日、参加した大学生は３グループに
分かれて、10:30～12:30までそれぞれ６社の出
展者ブースを見学しました。各ブースの展示製品
やソリューションは出展者のご担当に説明してい
ただきました。

大学生が自動認識総合展を見学
「第4回 AUTO-IDMeetUP」を開催
　本年の自動認識総合展では会期中の9月14日、大学 
生が出展者ブースを見学し自動認識の先端ソリューショ
ンを体感する「第4回AUTO-IDMeetUP」を昨年に続
き開催しました。
　自動認識は、産業界で情報システムの基盤技術として
発展し、物品流通や個の認識に欠かせないテクノロジー
となっています。特にRFIDや画像認識、生体認証の

 ＜参加学生一覧＞
千葉大学大学院
東京工芸大学
拓殖大学
東京農工大学
東京電機大学
近畿大学
東洋大学
産業能率大学
神田外語大学
北海学園大学
明治大学
明治大学
芝浦工業大学

融合理工学府創成工学専攻
工学研究科工学専攻
国際学部国際学科
農学府物質循環環境科学専攻
理工学研究科情報学専攻
経営学部　商学科
理工学部　機械工学科
情報マネジメント学部
外国語学部アジア言語学科
経営学部経営学科
数理学部
数理学部
工学部情報通信工学科

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

＜参加出展者一覧＞ （五十音順）

＊氏名は省略（申込順）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

アイニックス（株）
（株）朝日ラバー
（株）eビジネスソリューション
ウェルコムデザイン（株）
NECプラットフォームズ（株）
オカベマーキングシステム（株）
（株）ガゾウ
（株）グレープシステム
後方散乱通信研究コンソーシアム
（株）サトー
（株）システム計画研究所
ゼネラル（株）
（株）デンソーウェーブ
東芝テック（株）
凸版印刷（株）
（株）ビジコム
（株）フジクラ・ダイヤケーブル
（株）マーストーケンソリューション

 ＜参加学生アンケート＞  （抜粋）

見学先の感想と特に印象に残った企業 自動認識総合展展の感想

サングラス､マスク、帽子などつけて顔認証もできることは技術が迅速なスピー
ドで発展していると感じられました。

会場が広すぎていろんな企業が見れていないので、次
回はゆっくり見にいきたいです。

学生相手であっても丁寧に御説明頂け嬉しく感じました。NEC 製の虹彩認証シス
テムは、精度が世界一ということもあり圧倒的な力を持つ製品だと感じました。

様々なテクノロジー、商品を知ることができ面白かっ
たです。

自動認識には幅広い問題を解決できる技術があり、未来起こりうる問題に対応で
きると肌で感じた。企業の努力を感じるとともに、未来をワクワクさせるソリュー
ションを体感した。

企業様の愛がこもっていると感じました。文系の私で
もわかりやすく説明してくださる企業様が多く、自動
認識に対する関心がより高まった展示会でした。

自社製品を様々な方法でアピールして興味深かった。AIを用いた画像認識技術や自
動搬送装置が印象に残っています。

新テクノロジーを活用した製品を見学できて楽しかっ
た。営業職への理解も高まりました。

自動認識には様々な形があると認識でき、お店やセキュリティなど日常で使用され
るものもあったのでそれらが一般的に使用される日が楽しみだと感じた。

自動認識に関する様々な出展があり楽しめた。今後も
機会があれば行きたいと思った。

全く知識がなかったたため、私が想像していた省人化技術や効率化を遥かに上回っ
た技術が沢山あり、驚きの連続でした。

私たち学生にもしっかりと学べるような機会が十分に
提供されていたことに、とても驚き、感謝しております。

どの企業も難しい言葉をあまり用いず、とても理解しやすく説明をしてくれた。
NECプラットフォームズでは体験型の技術紹介がありワクワクした。RFID技術に
ついて扱っている企業が多く面白かった。

多くの企業が自社製品や技術を紹介できる良い展示会
でした。また参加してみたいと感じました。

用途や大きさが多種多様で、企業ごとの個性や特徴が全面に出ていて飽きること
が無かった。箱までの距離に関係なくバーコードを読み取れる製品が印象に残り
ました。

ただ製品が置いてあるだけ、動いても少しかなと思っ
ていたのだが、大きめの機械も置いてあって迫力があ
りました。

分野は発展が目覚ましく、AIやロボットなど先端技術と
融合しDXを推進、そして社会生活の利便性に貢献して
います。
　今回参加した学生は13名、見学協力出展者は18社で 
した。
　学生にとって、実機のデモンストレーションは関心が
高く、驚きも多かった様子。また、出展者の製品説明が
丁寧でわかりやすかったことに感謝していました。

自動認識技術の体験イベント
　JAISAでは、自動認識システムの普及啓もうのため会
員企業が参加する「未来のAUTO-IDプロジェクト」があ
ります。同プロジェクトは、未来の自動認識業界を担う
人材の育成を主目的として、最新の自動認識システムや
ソリューションを無料体験するAUTO-ID MeetUPを
継続的に開催しています。

体験学習
　体験学習では、POSレジ体験、QRコードの作成・
ラベル発行、ICタグの一括読取(棚卸)を行いました。
POSレジ体験は、個々の商品をスキャニングして会計・
レシート発行までを行いました。QRコード作成は、PC
にメッセージを入力してQRコードに変換したラベルを
発行しスマホで読取りました。QRコードから自分が入力
したメッセージがスマホに表示されると、一様に驚きと
関心が見てとれました。逆に、我々が感心したことは、
小学生たちがPC入力をブラインドタッチで行い、メッ
セージに絵文字を多く使っていたことです。

ICタグに驚き！
　ICタグを使った一括読取と宝さがしは、いちばん盛り
上がったカリキュラムでした。
　一括読取は20個の段ボールの中にある30個の商品を
読取るもので、棚卸業務で使用するアプリを使いリーダ
ライタで読取ります。見えないものを数秒で読取る技術
に驚きがあり、誰がやっても30個の商品を5秒以内で読
取が完了しました。
　宝さがしは、30個ある商品の1つをお宝に指定(登録)
して、会場内にちりばめた段ボールの中からお宝を見つ
け出すゲームです。今回使用したリーダライタは、読取対
象物の遠近を音と視覚で判断でき、対象物のみ反応する
ため、宝さがしの臨場感を味わうことができました。宝
さがしはリーダライタを段ボールに向ける人とモニターで
お宝の遠近を指示する人のチームワークで見つけ出す、
といったゲー ム性も盛り上がった要因でした。
　カリキュラム最後の振り返りでは、いちばん楽しかった
こととして、QRコード作成と宝さがしが人気でした。ま
たアンケートには（バーコードやICタグの）「よみとりが
楽しかった」と書かれていました。

 「AUTO-ID MeetUP for JUNIOR」の座学は、バー 
コードの歴史、仕組み、POSシステム、1次元・2次元コー
ドの種類、ICタグの構造・特長、バーコードとICタグの違
い、などをテキストに沿って実サンプルや映像を交えて
進行しました。写真やイラストを多用したテキストは
JAISAと東大CASTが共同で制作、またインストラクター
の現役東大生たちは、小道具を持参して小学生一人ひと
りと会話をしながらカリキュラムをリードしました。参加
した小学生は、座学や体験学習での気付きをテキストの
ノート欄に書き込み、積極的に質問するなど、効率的な
学習を実践していました。

ICタグやバーコードを体験しよう!
「AUTO-ID MeetUP for JUNIOR」
　2023年8月5日(土)午前、JAISA事務所 (東京千代
田区)において小学生高学年を対象に「AUTO - ID 
MeetUP for JUNIOR」を開催、小学4年から6年生の
11名が参加しました。(ご家族同伴)
　当日のカリキュラムは、ICタグ、バーコード・QRコード
などの座学、体験学習やゲームなど。インストラクターは
東京大学のサイエンスコミュニケーションサークル「東
大CAST」のメンバーがつとめました。

カリキュラム

1 座学 ー Lecture
　 バーコードやICタグに興味をもってもらうための講座
2 体験学習 ー Experience
　 レジ体験、QRコードラベル作成、ほか
3  ゲーム感覚で現場体験 ー Game
　 ICタグを使った宝探し、ほか
4  振り返り ー Discussion
　 体験した学習について話し合い

一括読み取り

段ボールに30個の
商品が入っています。
全部読み取ってみよう!
どれくらい時間がかかるかな?

QRコードを作ってみよう！

メッセージをパソコンに入力して、 QRコードを作ってみよう。 
スマホで読み取るとメッセージが見えるよ!

○○○○○
○○○○○
○○○○○

お母さん、おたんじょう日おめでとう !
●●ちゃん、いつも遊んでくれてありがとう★
お父さん、大好き !♥

メッセージの例
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お問い合せ
（一社）日本自動認識システム 協会基礎知識セミナー事務局
Phone　03-5825-6651
Kiso-seminar@jaisa.or.jp www.jaisa.or.jp

２０２3年度
自動認識の基礎知識セミナー

自動認識の基礎知識セミナーは、どなたでも参加できる自動認識技術の入門講座として、
一次元・二次元シンボルやRFID（電子タグ）、バイオメトリクス（生体認証）の基礎知識を
図式や事例を交えて分かり易く解説します。

講 座 バーコード、RFID、バイオメトリクス

対 象 者 どなたでもご参加頂けます。特に新入社員・新任担当者の方に最適です。

U R L https://www.jaisa.or.jp/seminar.php　（Webサイト）

申 込 ）liam-e（  pj.ro.asiaj@ranimes-osik

【１】自動認識の基礎知識セミナー（集合形式） ＊オンライン受講可能
開  催  日 2023年12月7日（木） 10：00～16：45（昼食、休憩含む）

申込開始／2023年11月7日（火）　締切／11月30日（木）申 込 受 付

開 催 場 所 （一社）日本自動認識システム協会  会議室

講 義 内 容 バーコード、RFID、バイオメトリクスおよび標準化の基礎的な知識、活用方法・応用事例ほか

募 集 人 員 40名（先着順）

受 講 費 用 協会会員  10,000円/人 (税込価格 11,000円）　　 非協会員  20,000円/人（税込価格 22,000円）

【2】講師派遣による自動認識の基礎知識セミナー ＊オンライン受講可能
開  催  日 ご要望により実施

開 催 場 所 ご指定場所

講 義 内 容
バーコード、RFID、バイオメトリクスの各科目を各１講座として、1回の派遣につき
2講座以上にて対応します。講座の組合せはご要望に従って実施します。
※RFIDの実演に関しては免許の関係により別途ご相談

実 施 費 用
（1講座）
※2講座以上で

お申し込みください

受講人数 会員企業 非会員企業

20名未満 30,000円（税込価格 33,000円） 60,000円（税込価格 66,000円）

20名以上 40,000円（税込価格 44,000円） 80,000円（税込価格 88,000円）

50名以上 60,000円（税込価格 66,000円） 120,000円（税込価格 132,000円）

交 通 費 等 講師交通費･宿泊費･日当等は講師人数分を別途ご負担願います。（100km圏内は除く）

そ  の  他 セミナー会場の確保とプロジェクターの準備をお願いします。
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